
警 | ‐鷲 ,  苺 .鷲||_.
囀ヽ中哺順摩|‐

笙・イ
:学・ ´

鱚
蜆鰺::t藤:,_

|||| . *llttr. , alti

/),.
I



平
成

二
十

四
年
度

評
議
員
会
開
催

平
成

２４
年
度
評
議
員
会
が
６
月

２３
日
周
南
市
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
徳

山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
國
廣
会
長
よ
り
、
「徳
山
大
学
は
創
立

４０
周
年
を
過
ぎ
、
５０
周
年
に
向
け
て
、
地
域
に
よ
り
輝
く
大
学
と
し
て

の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
母
校

発
展
に
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
議
事
で
は
ま
ず
、
２３
年
度
の
事
業
及
び
決
算
報
告
、
続
い
て
、
２４
年

度
活
動
方
針
ｏ事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
審
議
の
中
で
特
に
、
校
友
会
の
運
営
に
つ
い
て
今
後
３
年
か

け
て
見
直
し
を
し
つ
つ
、
新
し
い
提
案
を
し
て
い
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
大
学
の
近
況
に
つ
い
て
岡
野
啓
介
学
長
よ
り
、
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
懇
談
会
で
は
大
学
か
ら
理
事

長
・学
長
な
ら
び
に
教
職
員
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
各
地
区
の
卒
業
生
と

の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東

日
本

復

興

支
援

チ

ャ
リ

テ

ィ

コ
ン
サ
ー

ト

平
成

２４
年
３
月
１０
日
東
日
本
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め

の

「
フ
オ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
元
気
で
す
２
０
１
２
」
が
周
南
市
市
民

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
４
０
０
人
の
聴
衆
が
フ
ォ
ー
ク
の
ソ
ン

グ
の
名
曲
を
堪
能
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
に
対
し
て
の
募
金
活
動
の
趣
旨
で
徳
山
大
学
と
共
催
で

開
催
さ
れ
、
往
時
の
フ
オ
ー
ク
ソ
ン
グ
を
聞
き
な
が
ら
、
参
加
さ
れ

た
方
自
身
に
も
明
日

へ
の
活
力
を
見
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
日

的
と
し
て
、
約
２
時
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン

ポ
ー
カ
ル
は
卒
業
生
で
歌
手
の
永
谷
青
空
さ
ん

（宇
部
市
在
住
）
バ

ッ
ク
は
徳
山
大
学
非
常
勤
講
師
の
山
根
由
紀
夫
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
た
ク
ロ
ス
リ
バ
ー
の
演
奏
で
し
た
。
ま
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

の
協
力
も
あ
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
盛
会
の
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
１２
万
８
千
１
３
３
円
の
募
金
が
集
ま
り
、
岡
野

学
長
、
國
廣
会
長
が
周
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
金
と
し
て
届

け
ま
し
た
。

第
２９
期
卒
業
　
藤
村
義
さ
ん

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ツ
タ
出
場

平
成

２４
年
３
月

２１
日
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
開
催
さ
れ
た

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
予
選
第
２
ス
テ
ー
ジ
「ア
ジ
ア
大

陸
地
区
予
選
」に
お
い
て
藤
村
義
さ
ん
は
準
決
勝
を
突
破

し
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

徳
山
大
学
卒
業
生
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
出
場
は
初
め

て
の
快
挙
で
あ
り
、
多
く
の
関
係
者
が
歓
喜
の
声
を
上
げ

ま
し
た
。
藤
村
さ
ん
は
１
９
８
２
年
山
口
県
田
布
施
町
に

生
ま
れ
、
田
布
施
農
業
高
等
学
校
か
ら
徳
山
大
学
に
進

学
し
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
、
そ
の

後
も
地
道
な
努
力
を
続
け
、
今
回
の
出
場
に
至
り
ま
し

た
。
６
月
３０
日
地
元
の
田
布
施
町
公
民
館
で
行
わ
れ
た

壮
行
会
に
は
、
校
友
会
か
ら
も
駆
け
つ
け
、
國
廣
会
長
か

ら
藤
村
さ
ん
に
お
祝
い
の
激
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
８
月
７
日
１
回
戦
が
行
わ
れ
、
激
闘
の
末
、
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
藤
村
さ
ん
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
は

徳
山
大
学
そ
し
て
卒
業
生
に
と
っ
て
、
大
き
な
誇
り
と
な

り
ま
し
た
。

2012有112月 21日
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徳
山
大
学
の
経
済
効
果
に

つ
い
て
者
え
る

経
済
学
部
長
石
川
　
英
樹

徳
山
大
学
に
と
っ
て
、
平
成

２３
年
度
は
創
立
４０
周
年
と
い
う

節
目
の
年
で
し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

経
済
の
視
点
か
ら
振
り
返
り
、
本
学
の
存
在
意
義
を
あ
ら
た
め

て
示
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
社
会
で
大
学
が
果
た
す
主
な
機
能
に
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は

一
事
業
体
と
し
て
地
域
社
会
に
経
済
取
引
を
も
た
ら
し

て
い
る
側
面
、
も
う

一
つ
は
教
育
機
関
と
し
て
人
材
を
育
成
し

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
側
面
で
す
。

ま
ず
、
大
学
が
社
会
に
経
済
取
引
を
も
た
ら
す
側
面
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
大
学
は
そ
の
事
業
活
動
に
伴
う
収
入

。
支
出

に
関
し
て
様
々
な
経
済
取
引
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
地
域
を
経

済
面
で
活
性
化
さ
せ
ま
す
。
加
え
て
、
個
人
の
消
費
活
動
も
あ

り
ま
す
。
大
学
に
は
学
生
や
教
職
員
さ
ら
に
は
多
く
の
関
係
者

が
集
ま
り
ま
す
。
集
ま

っ
た
人
た
ち
が
様
々
な
消
費
活
動
を
行

う
結
果
、
大
き
な
需
要
が
発
生
し
ま
す
。
本
学
に
は
現
在
１
千

人
を
超
え
る
在
学
生
と
教
職
員
が
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
人
数
分

の
消
費
が
日
々
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

の
経
済
取
引
は
そ
れ
を
支
え
る
た
め
の
二
次
的

・
三
次
的
な
経

済
取
引
も
誘
発
し
ま
す
。
た
と
え
ば
学
生
が
近
隣
で
食
品
を
購

入
す
る
場
合
、
そ
の
小
売
店
の
活
動
だ
け
で
な
く
食
品
や
原
材

料
の
生
産
活
動
も
活
発
化
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
経
済
効
果
は
ど
れ
く
ら
い
の
規
模
に
な
る
で
し
よ

う
か
。
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
独
自
に
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
年

問

２３
億
円
程
度
と
い
う
数
値
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
周
南
市

に
お
い
て
事
業
者
が
市
に
毎
年
支
払
う
税
金

（法
人
市
民
税
）

の
合
計
を
上
回
る
金
額
で
す
。
地
域
経
済
に
と
っ
て
か
な
り
の

規
模
で
す
。

続
い
て
、
も
う

一
つ
の
機
能
、
人
材
育
成
を
通
じ
た
社
会

へ

の
貢
献
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。
大
学
は
教
育
と
い
う
形
で

学
生
に
付
加
価
値
を
与
え
、
卒
業
生
は
そ
の
成
果
を
社
会
で
発

揮
し
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

徳
山
大
学
は
創
立
以
来
約
１
万
５
千
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
ほ
と

ん
ど
全
て
の
都
道
府
県
に
卒
業
生
が
在
住
し
て
い
ま
す
。
本
学

で
学
ん
だ
社
会
人
の
み
な
さ
ん
が
、
全
国
各
地
で
社
会
を
支
え

る
原
動
力
と
し
て
活
躍
中
で
す
。
そ
の
社
会

へ
の
貢
献
度
を
数

値
で
測
る
た
め
に
、
以
下
で

一
つ
の
試
算
を
し
て
み
ま
す
。

ま
ず
、
賃
金

。
所
得
に
注
目
し
ま
す
。
統
計
で

一
人
当
た
り

の
生
涯
所
得
を
み
る
と
、
大
卒
者
と
そ
れ
以
外
の
学
歴

（高
卒

な
ど
）
者
と
の
間
に
は
平
均
で
１
億
１
千
万
円
程
度
の
差
が
あ

り
ま
す
。
か
な
り
大
き
な
数
値
で
す
。
少
し
ド
ラ
イ
な
言
い
方

で
す
が
、
賃
金
と
は
就
業
者
の

働
き
に
見
合

っ
た
報
酬
の
支

払
い
で
す
。
つ
ま
り
、
大
卒
者

が
得
る
１
億
円
超
の
所
得
の

上
乗
せ
分
は
、
社
会

へ
の
貢
献

が
よ
り
大
き
い
こ
と

へ
の
報

酬
だ
と
解
釈
で
き
ま
す
。
で
は
、

大
卒
者
に
よ
る
貢
献
が
そ
れ

だ
け
大
き
い
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
。
私
は
大
学
で
の
教
育

・
学
び
の
成
果
だ
と
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
高
校
ま
で
の
学
習
に
加
え
て
、
大
学
で
は
勉
学

や
課
外
活
動
等
を
通
じ
て
就
業
の
た
め
の
力
を
蓄
積
し
ま
す
。

そ
れ
が
高
卒
者
と
の
差
に
な
る
の
で
す
。
卒
業
後
の
職
場
で
の

学
び
や
自
分
自
身
の
努
力
に
よ
る
面
も
大
き
い
の
で
す
が
、
大

学
時
代
の
学
び
は
社
会
で
の
学
び
の
た
め
の
気
づ
き
や
土
台
と

し
て
非
常
に
重
要
で
す
。
と
い
う
こ
と
で
少
し
強
引
で
す
が
、

１
億
１
千
万
円
と
い
う
金
額
は
大
学
が

一
人
の
学
生
を
通
じ
て

社
会
に
も
た
ら
す
価
値
だ
と
考
え
ま
し
よ
う
。

以
上
か
ら
単
純
計
算
に
よ
り
、
「
１
億
１
千
万
円
×
卒
業
者
数

１
万
５
千
人
＝
１
兆
６
千
５
百
万
円
」
と
な
り
ま
す
。
徳
山
大

学
は
創
立
以
来
、
教
育
を
通
じ
て
社
会
に
１
兆
６
千
５
百
万
円

分
の
価
値
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
れ
が
こ
こ
で
の
結
論
で
す
。

た
だ
し
、
卒
業
生
の
な
か
に
は
市
議
、
会
社
役
員
、
起
業
家
、

公
務
員
な
ど
様
々
な
要
職
で
活
躍
中
の
方
々
も
大
勢
い
ま
す
。

現
実
に
は
、
以
上
の
机
上
の
推
計
値
で
は
表
し
き
れ
な
い
規
模

で
社
会

へ
の
寄
与
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
経
済
の
面
か
ら
み
て
徳
山
大
学
の
実
績
は
大

変
大
き
な
も
の
で
す
。
こ
れ
を
今
後
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
、
私
た
ち
現
役
の
教
職
員
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
す
。

そ
れ
に
は
、
学
生
の
能
力
向
上
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の

た
め
に
教
育
力
を

一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
な

い
で
し
ょ
う
。
少
子
高
齢
化
、
低
成
長
時
代

へ
の
移
行
、
地
域

経
済
の
停
滞
な
ど
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
に
は
逆
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
土
台
に
し
て
新
た

な
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
で

「地
域
に
輝
く
大
学
」
と
し
て
発
展

し
て
い
け
る
、
私
は
そ
う
確
信
し
て
い
ま
す
。

2012‐ 年 121月 21日



懐
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毎年 1月 厳寒の光市虹ケ浜 ,1銀岸において空手道部

の指導のもと実施されていました。終わった後の豚汁が

おいしかったですね。

大学祭風景

グラウンドが人工芝になる前は、大学祭メイン会場として使用していまし

た。多くの芸能人や、学生のユニークな企画が毎年展開されました。下の

写真は閉会式の様子で、左サイドのおそろいのジャンパーが大学祭スタッ

フ。1年間準備し、無事終了を迎え、感極まる瞬間でした。

新人生歓迎演式会

4月 部員勧瀦 兼ねて学食前で行われていました。

学食風景

20期卒ぐらヽ まヽでの方には懐かしい風景でしょう。

上は一番人気のトリライス定食です。

～

８０

年
代
前
半
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
行
事
～

ポプラの木

かって学内に大学祭の名にちなんでポプラの木がありま

した。残念ながら、何度かの台風で倒木しました。:現在 1子

館前では、かえでが見事な紅葉を見せてくれます。
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当
●
八

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ツ
タ
磯
川
孝
生
さ
ん

（徳
山
大
学
職
員
）
出
場
関
連
ス
ナ
ッ
プ
集

徳
山
大
学
総
務
課
所
属
の
磯
川
孝
生
さ
ん
が
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
９６
Ｌ
級
に
出
場

さ
れ
ま
し
た
。
壮
行
会
か
ら
大
徳
山
夏
祭
り
で
の
神
輿
練
り
歩

き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
様
子
を
ま
と
め
ま
し
た
。

.藤‐轟 鍼:な:壕

本会顧間の佐原先生と握手の磯川さん
6月 29日 ホテルサンルート徳山・壮行会

‐・―‐.',1)

教職員・クラブ学生約 150名で参加、徳山の夏の夜

を盛り上げました

Ⅲ蟷コ
"富
野=

校友会役員と談笑する磯川さん
・榛 ヽ 苺、 |

8月 12日・301教室パブリックビユーイング 木村市長をはじめ

地域からも沢山の方が来られ声援を送りました

アーチエリー部 全日本団体 3位入賞

6月 23日 24日 に静岡県掛川市 (株)ヤマハリ

ゾー トつま恋多目的広場で第 51回全日本学生アー

チェリー男子工座決定戦が行われました。 1回戦

関西大学とあたり、初戦のため本学チームは若干

緊張が見られましたが接戦を制し、徳山大学 198

対関西大学 195で 勝利、 2回戦予選 4位の拓

殖大学をくだし、準決勝まで進み近畿大学とあた

りました。結果は徳山大学 205対 214と 敗戦

はしたものの非常に良い試合でした。その後、 3

位決定戦にまわった本学チームは、予選 3位の同

志社大学とあたり、徳山大学214対 同志社大学

211と 接戦を制して創部以来初の団体 3位入賞

となりました。

サッカー部快進撃 !!

天皇杯山□県代表出場

全日本大学サッカー選手権男女出場

8月 26日山口県サッカー選手権大会決勝が山口市の維

新公園陸上競技場で行われ、本学サッカー部が Jリ ーグ昇

格を目指す、レノフア山口と対戦し、 3対 2で 6年ぶり6

度目の優勝を果たし天皇杯に出場しました。1回戦は島根

県代表の松江シティFCと対戦、3-0で 快勝。続く2回

戦はJl川崎フロンターレと対戦、前半を0-0で 終了ま

したが、2-0で 敗れるという接戦を演じました。サッカ

ー部は男女ともインカレ出場を決め、男子は 12月 19日 11

時より早稲田大学と厚木市運動公園にて対戦、また女子は

12月 26日 11時 より環太平洋大学短期大学部と兵庫県三

木防災総合公園にて対戦します。ご声援ください。
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徳山大学では、次の 10年 (創立 5 年 )に

た畑鋼|の終了

域の発展に寄与し、

リーダーとなれる人材の育成

みの一つに「特賜電奨学生制度

を め 取 り組み ります。その取り組

」 ります。

この奨学制度設立の趣旨は、

学業成績優秀者が授業料等諸納付金の経済的負担など心配をせず

に入学ができ、本学の特徴である人間力、仕事力を向上するカリキ

ュラムを学ぶことで地域社会に貫献できるリーダー的人材を育成

する=伽 塑鰊鶴饂(夫ゲy

ことにあります。

募金活動については、平成 23年 4月 から平成 25年 3月 を目途に実施中でご

ざいます。

校友会会員の皆様には、平成

協力をお願い してまい り
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I 特別奨学生募集要領
1.目 標 とする人材
主に県内出身者で地元への就職を希望している優秀かつ地域のリーダーになり得る

学生を確保する。

2.学力基準・給付額・採用人数
爾特別奨学生の種類

(1)特別 1種奨学生 (納付金企額免除 )
> 国公立、公立大合格 レベル
(入学金及び授業料、施設費を最大 4年間支給 総額約 377万 円)4～ 6人

(2)1種 奨学生 (納付金半額免除 )
> 特別奨学生一種に準ずる者
(入学金及び授業料、施設費の半額を最大 4年間支給 総額約 188.5万 円)
4～ 6人

※上記各々の採用人数を原則 とするが、年度により若干の調整をすることがある。
3。 選考方法

以下の方法により選考する。

(1)大学センター試験
(2)面接

Ⅱ募金要項
■募金の期間
平成 25年 3月 31日 まで
■寄付金 に対す る減税措置 について

学校法人徳山教育財団への寄付金は、特定公益法人に対する寄付金として各種税

制上の優遇を受けられます。不明の場合は、お問い合わせ くだ さい。

※個人の寄付 については、その年に支出 した寄付金の額が 2千円を超 える場合に
は、確定申告によ り寄付金控除による所得税の還付を受けることができます .

につきましては、寄付金額が当該事業年度の損金に算入 されま

す。損金算入にあたっては、「指定寄付金 (寄付金の全額を損金に算入できる)」

と「特定寄付金 (一定限度額まで損金に算入できる)」 の 2つ があります E

Ⅲお申込方法
個人の場合

1.お振込
2.現金書留又は寄付金取扱事務局窓口でのお払込
法人の場合

お手数ですが寄付金取扱事務局までお問い合わせ願います。

Ⅳ個人情報の取り扱い
申込用紙等にご記載いただいた情報は、個人情報保護法その他関連する法令等を順守

し、下記 目的以外には使用 しません。

1.芳名録の作成 (匿名を希望の場合は作成いたしません )
2.領収書等の送付や事務上の連絡

機 な 靱 鰊 躾 苺躁
.   T魯 藁 瀬 VA懸 ∴ 頓 酎 Iゞ 顧 爾 織 ‐iTV

鰈濶 穂 山 大 学
〒=745‐ 8566
山口県周南市学園台

寄付金取扱事務局 (総務部総務課内)

ЪL  0834‐ 28‐0411
:Fax 0834‐ 28‐8790
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<プレゼントコーナー>～山口県名産品～

① ② ③

醗蟷:

.ヽ‐_____● _,_==,

一一一一一一一賤濶
一一一一
痣
．① 山縣本店米・芋焼酎セット・・・ 1名様

周南市徳山を代表する酒蔵のです。

② 杉本利兵衛本店蒲鉾セット・・ 03名様

宮内庁御用の自銀を合めた蒲鉾のセットです。

③ 朝日屋ロースハム・ベーコンセット・・・ 3名様

世界最高峰の食肉加工品コンテス トで受賞の、下松市

の朝日屋のハム・ベーコンセットです。

希望商品、氏名、年齢、住所、電話番号、会誌への

ご意見 。ご感想をお書き添えの上、

郵送の場合

〒745-8566山 口県周南市学園台 徳山大学校友会

Eメ ール応募の場合

艶壼」ヒュ@並堕茎理笙上曼並

ご送付 ください。

※ご意見 。ご感想は、誌上・HP上で掲載されることが

ありますので、予めご了承ください。また、個人情報に

ついては、事務連絡のみに使用させていただきます。

編集後記・お礼

世の中は大きな変化の時代を迎えていますが、本会

も転機を迎えています。校友会会員皆様のご健勝をと

ご活躍を、お祈り申し上げます。

編集スタッフ 企画広報部主幹 瀬川昌文 (1期 )

三11島隆史 (3期)中村道陽 (11期)野村哲也 (20期 )

藤田美恵 (事務局)協力 徳山大学

徳山大学校友会会誌とくだい第 37号


